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本
深
志
高
等
学
校
創
立
百
三
卜

周
年
記
念
式
典
が
成
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た 。

式
典
で
は
深
志
山
校
の
歴
史

を
振
り
返
る
映
像
「
・泳
志
百
三

卜
年
の
あ
ゆ
み」
が
k

映
さ
れ 、

式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た 。

祝
賀
会
は
参
加
見
込
み
を
遥

か
に
超
え
る
千

人
以
上

の
川
窓

生
が
集
い 、
議
伐
と
小
体
育
飢

の
ニ
カ

所
に
分
か
れ
て
楽
し
く

行
わ
れ
ま
し
た 。
ゎ仕
校
止 し
の
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
染
め
妓
い
た
記
念
品
の
手

拭
い
も
好
評
で
し
た 。

今
川
の
同
作
引
業
の
れ
は
深

志
教
育
会
館
の
建
設
で
し
た 。

同

窓

会

伝
統
位
尚
志
社
跡
に
建
設
さ
れ

た
深
志
教
育
会
館
は 、
同
窓
生

の
交
泌
交
歓
の
場 、
後
川市
た
ち

の
学
迎
の
場
と
し
て
川
州
さ
れ

ま
し
土。
柳川神
孝
彦
氏（
深
志

5
川）
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
は 、

白似
た
弘一
同
窓
生
の
交
流
の
基
地

に

相ヤ
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し

て 、

出H窓
会
活
動
を
支
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す 。

刊一
科

引
業
で
は 、
会
μ
名

簿 、
『
深
志
人
物
誌
日』
を
発

行
し
え

し
た 。
中
等
教
育
資
料

の

M笠品、
り
校
の
れ少
み
を
収
め

た
D
v－
D
の
製
作
も
大
き
な
成

果
を
み
げ 、
校
史
を
彩
る
こ
と

と
な
且
ま
し
た 。

文
ι
一事
業
も
多
彩
に
行
わ
れ

丸

の

成

果

ま
し
た 。

美
術
民
「
近
代
日
本
洋
州
の

ぷ
深
く」

は 、

同
年
十
一

川 ・
1

日
か
ら
翌
年一
月
八
日
ま
で
松

本
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た 。
川
洋
絵
州
を
学
び
始
め
た

先
人
た
ち
か
ら 、
近
代
U
本
洋

岡
を
築
い
た
作－Mか
た
ち
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た 。

第 ．
川
松
本
映
削
祭
と
銘
打

っ
た
映
同
祭
は 、
．千
成
十
八
年

九
川
三
十
日
か
ら
十
月
九
日
ま

で 、
同
窓
生
の
熊
井
待 、
降
旗

山肌
児
両
監
朽
の
作
品
を
小
心

に 、
松
本
地
万
川
身
位
相H
の
作

品 、
青
春
の
思
い
出
の
映
画
な

ど
十
作
品
を
上
映
し
ま
し
た 。

こ
の
よ
う
に
多
彩
な
引
業
が

成
功
禅
に
行
え
た
の
も 、
ひ
と

え
に
同
窓
生
が一
丸
と
な
っ
て

取
り

組
ん
だ
成
果
だ
と
思
い
ま

｜長野県松本深志向州創立130 Ji�悩式典

す 。
募
金
事
業
委
員
会
を
は
じ

め 、
実
行
委
μ
の
符
線
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。

な
お
「
日
本
の
銭
い
夏
l

克

服持」
の
上
映
に
際
し
て
ト
l
ク

シ
ョ
l

に
臨
ま
れ
た
熊
井
監
特

は 、
－

平
成
十

九
年
打 ．
川・
7rz ．

H
急
逝
さ
れ
ま
し
た 。
ご
兵
制

を
お
祈
り
し
ま
す 。

同・・・・胎圃.. 

130周年記念式典

深

志

同

窓

会

の

新

し

い

地

平

深志教育会館

派LL心
同
窓
会
は 、
会
H
の
川竹

椴
η
ご
協
力
と
穂
苅
叩
チ
男
前

よ首
長
を
始
め
と
す
る
こ
れ
ま
で

の
役
μ
の
・万
々
の
ご
氏
献
に
よ

っ
て 、
付
校
訓h弘
行 －二
卜

問
年

記
念
の
大
引
業
を
完
遂
し 、
そ

の一
環
と
し
て
の
深
志
教
育
会

館
も
見
事
に
竣
工 、
現
住
布
効

に
前
川
さ
れ
て
い
ま
す 。

こ
の
よ
う
な
成
米
の
LL
に 、

昨
年
九
月
二
十
七
日
の
本
会
総

会
で 、
は
か
ら
ず
も
私
が
新
会

長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た 。
大
変
光
栄
な
こ

同

窓

会

長

と
で
は
あ
り
ま
す
が 、
同
時
に

屯
い
立
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す 。

会
μ
の
特
織
に
は 、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 。

百
三
十
布
余
年
も
の
水
い
歴

史
と
伝
統
を
布
す
る
長
野
県
松

本
深
ぶ
高
等
学
校
は 、
わ
が
問

の
代
ぷ
的
な
学
先
で
あ
り 、
多

く
の
優
れ
た
先
銃
後
殺
を
擁
し

て
確
問
た
る
位
置
を
定
め
て
き

て
お
り
ま
す 。
そ
の
輝
か
し
い

雌
史
と
μ
統
を
受
け
紋
ぐ
べ
き

こ
と
の ．
N 、
今
日
の
附
代
の

動
き
は
ま
こ
と
に
激
し
く 、
わ

が
国
の
花
り
方
や
存
在
感
が 、

と
く
に
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー

バ

ル
化
の
時
代
に
向
け
て
厳
し
く

問
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す 。

そ
う
し
た
時
代
は
ま
た 、
こ

れ
ま
で
以
ヒ

の
知
識
基
総
社
会

（
r
D
o
g
Z
仏
関
白
σ
白川山
市
己
的
on
5
q） 中

嶋

令頁

主任

で
も
あ
り
ま
す
の
で 、
優
れ
た

知
減
集
問
と
し
て
の
深
志
同
窓

会
が
よ
り
大
き
な
意
味
を
も
つ

た
め
に
も 、
川
窓
会
が
税
雌
と

旧
懐
の
肌切
で
あ
る
と
い
う
性
格

に
加
え
て 、
深
志
向
窓
会
ら
し

い
ユ
ニ
ー
ク
な
特
色
を
h打
ち
出

し
て
ゆ
き
た
い
と
与
え
て
お
り

ま
す 。百

三
ト

周
年
で
は
志・
首
会
が

松
本
の
ハ
ー

モ
ニ
ー

ホ
ー

ル
で

オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
コ
ー

ラ
ス
約

三
行
人
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
「
戴
冠
ミ
サ」
を
上

演
し
ま

し
た
が 、
秋
田
か
ら
駆
け
つ
け

た
じ
卜

成
過
ぎ
の
私
の
隣
で
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
仰
い
た
現
役
伎

は
卜

七
成 、
こ
ん
な
俄
し
の
で

き
る
市
校
は
全
国
的
に
も
例
が

な
い
と
思
い
ま
す 。

そ
の
他
に
も
現
役
と
O
B・

新

f量

買

深
志
向
愈
会
の
総
会
が 、
－平

成 ・一
十
年
九
月
二
十
七
日
に
教

育
会
館
で
附
か
れ 、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で 、
新
役
以

の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た 。

名
符
会
長

高
橋
市附
人（
校
長）

会

長

中
嶋
嶺
雄

（
深
志
7
回）
新
任

相
博
英
仰

（
深
志
4
阿）
新
任

井
上

保

（
深
志
日
回）

飯
初
陣
則

（
深い山U
M
川）

内
川
小
百
合

（
深
志
包
囲）
新
任

百
味
千
万
人（

教
頭）

藤
井

彩

（
学
校
事
務
長）

前
滞
村
司

（
深
志
5
川）

角
野口十
市

（
定
時
6
回）

績
沢
正
忠

（
深
志
9
川）

刷
会
長

参

，
ー

づー

監

e
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O
G
が
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を一

緒
に
や
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
も

多
い
よ
う
で
す
の
で 、
是
非
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い 。
欧
米
の
先

進
国
で
は 、
同
窓
会
2
2
3
三

2
8n
5
52）
が
爪
な
る
交
友

川
体
の
域
を
超
え
て
乍
校
や
生

徒
を
支
え 、
学
校
や
生
徒
の
側

も
同
窓
会
に
多
く
を
負
う
と
い

う
綴
僚
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造

が
比
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す 。

と
こ
ろ
で 、
卜

二
月
初
旬
に

は
会
長
と
し
て
初
め
て
関
西
支

部
総
会
に
出
席
し
ま
し
た 。
大

学
生
の
若
い
会
μ
も
何
人
か
お

ら
れ 、
市
発
な
文
部
前
動
の
様

子
も
伺
う
こ
と
が
山
米
ま
し

た 。
支
部
活
動
の
強
化
も
同
窓

会
の
前
性
化
に
欠
か
せ
な
い
と

思
い
ま
す 。

深
志
同
窓
会
の
新
し
い
地
平

は 、
ど
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ

る
の
か 、
是
非
皆
様
の
お
知
恵

を
お
貸
し
ド
さ
い 。
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